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【表１】 （単位：kg） 

年度 

品目 

平成 30年度 

･･･① 

平成 29年度 

･･･② 
①

 

/

 

②

100 

古紙類 2,379,924.6 2,511,536.2 94.8% 

 

新聞紙 1,346,319.2 1,470,980.4 91.5% 

雑誌 331,022.0 342,378.1 96.7% 

段ボール 702,583.4 698,177.7 100.6% 

リターナブル 
びん 

2,017.8 2,318.9 87.0% 

金属類 169,144.4 129,914.5 130.2% 

 
空き缶 111,848.8 120,892.2 92.5% 

鉄くず 57,295.6 9,022.3 635.0% 

紙パック 17,195.1 17,466.2 98.4% 

合計 2,568,281.9 2,661,235.8 96.5% 

【表２】       （単位：トン） 

平成 
26 年度 

平成 
27 年度 

平成 
28 年度 

平成 
29 年度 

平成 
30 年度 

3,625 3,354 2,896 2,661 2,568 

      

 －7.5％ －13.7％ －8.1％ -3.5％  

 

第50号 

平成30年度の集団資源回収の実績は表１のとおりとなりました。 

多くの品目で回収量が減っている中、鉄くずの回収量は平成29年度と比較

して、約6.35倍となっています。  

これは回収品目拡大により、自転

車やタイヤのホイールなどといった

大型の鉄くずまで回収の対象となっ

たことが大きく関係しています。 

各家庭でも手数料のかかる大型ご

みではなく、鉄くずを資源として出

せる様になったことで、家計の節約

をしながら、循環型社会の構築の一

翼を担う形となりました。 

表２は平成26年度から平成30年

度の集団資源回収実績の推移です

が、平成26年度から平成29年度まで

は前年度比が平均約-9.8％であった

ところ、平成29年度から平成30年度

にかけては、前年度比-3.5％に留ま

り、品目拡大により、例年の資源回収

量の減少を抑える結果となりまし

た。 

 大型の鉄くずは、資源回収として集める際

に、保管場所に苦労するということもあります

が、反面、町内会へ奨励金として還元されるメ

リットは大きいと思います。 

大型の鉄くずの回収を始めていない町内会

は、この機会に始めてみては如何でしょうか。

また、既に、回収している町内会はこれからも

回収へのご協力をお願いいたします。 
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日 時

報告、令和元年度クリーンアップ推進員会事業計画、第38回リサイクルフェスティバルへの協力について説明

が行われました。 

【クリーンアップ推進員会役員のご紹介】 

会 長 供野 靖史  （新富中町内会） 

副会長 西山 茂男  （あずさ町内会） 

幹 事 菅原  章 （若葉団地町内会） 

幹 事 長谷川 由美子 （東雲町4  5丁目町内会） 

幹 事 菊地  真美 （文京町内会） 

幹 事 藤井  勝義 （栄町西町内会） 

幹 事 佐々木 幸徳 （新富北町内会） 

幹 事 重留  光正 （東高台町内会）敬称略 

第
１
回 

日 時 場 所

桜木町内会  上田  紀彦  推進員 

高 台 町 内 会  藤 原  隆  推 進 員 

町内会の集団資源回収への取組みとして、「大きな鉄くずの回収」と「回収や資源の分別の様子」について、

２名のクリーンアップ推進員から事例発表していただきました。 

世帯数が多く、戸別回収の桜木町内会では毎月大きな鉄くずを回収

するのは難しいという回収事業者からの声がありましたが、町内会で

の回収需要の高まりを受けて、鉄くずの回収は年2回、回収方法は戸

別ではなく、拠点回収の方法とすることで実施しました。集積所は、

町内の皆さんから分かり易く、町内の各公園等に分散することで、各

世帯から平均的な距離に設置しました。町内の方へのPRに努め、回収

今年度はクリーンアップ

推進員の改選期でもあり、

新規に33名、再任に68名、

推進員は合計で101名とな

りました。また、８名の役員

が選出されました。 

会議では、平成30年度ク

リーンアップ推進員会事業

年間の回収日程を、回覧や町内会館入口に掲示し啓発すること、資

源庫から離れたところに住んでいる人、特に高齢世帯については町内

会独自で戸別回収を行い、資源物を出したくても出せない人をなくす

ことに努め、回収量を増やすことに繋げています。また、資源庫から

回収事業者が回収を行う直前の日曜日には、町内から人が集まり、正

しく分別し直したりする作業の中で、この資源物は回収できるものだ

の回数を重ねるごとに、回収量が増える結果となりました。 

今後の問題と対策は、①高齢者世帯に対する分別 運搬のボランティア活動、②集積所及びその周辺道路の

安全対策、③盗難防止のための担当者による巡回についてどう講じるかといったこととなっています。 

とかできないものだとか情報交換を行っています。 

これからの課題としては、転居に伴い、残されたと思われる自転車の持ち主確認や資源として出せるかの確

認作業の負担を減らすこと、資源回収に携わることをどの様に若い世代に引継ぐかが課題と考えています。 
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日 時第

39
回 

【フリーマーケット】 

【使用済み小型家電と古衣料回収】 

【リサイクル自転車無料抽選会】 

】 

【リサイクル家具等無料抽選会】 】 

【キッチンカーによる飲食販売】 

【千歳とりたて野菜市】 

第38回リサイクルフェスティバルを、当日の最高気温31.8度、真夏の暑さを感じる晴天の中、開催

し、来場者数は昨年度の5,357名よりも583名が多い5,940名となりました。 

 家族で楽しめる 
フェスティバルは、今年も大盛況のリサイクル自転車や家具等無料抽選会、キッズチアダンスやキ

ッズダンス、じゃんけん大会などのステージイベントのほか、クイズラリー、フリーマーケット、キ

ッチンカーの飲食販売、使用済み小型家電と古衣料の回収（出店：株式会社マテック千歳支店）、段ボー

ルを使った生ごみ堆肥化セットの展示と無料配布 （出店 ：市環境センター）、そして、今年は新規で 「千

歳とりたて野菜市」 （出店 ：千歳市グリーン  ツーリズム連絡協議会）が登場、新鮮な夏野菜が店頭に並び、

夕食の食材を買い求めるなど、夏の青空の下、多くの家族連れが楽しむ姿が見られました。 

協力があってこそ 
毎年、多くの方が楽しむリサイクルフェスティバルは、たくさんの協力者で成り立っています。ク

リーンアップ推進員も朝8時に集合し、トラックからの荷降ろしや机の整列などの会場設営から始ま

り、開催中は来場者への案内や抽選会などの補助、イベント終了後は、のぼりの撤去、場内清掃など

に携わっていただきました。 

【お手伝いいただいた推進員の方々】 

 供野 靖史 会長、菅野 憲二さん、佐々木 幸徳さん、 

佐藤 利雄さん、長谷川 俊雄さん、長谷川由美子さん、ご協力いただきありがとうございました。 
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子どもの頃から３Ｒ活動に慣れ親しみ、意識を持つことの必要性を学ぶ３Ｒ見学会。見学先の１か所目

は子ども達にも、体験学習を通じて、リサイクルを肌で感じ取ってもらえればと、紙パックからはがきを

つくる体験ができるリサイクルプラザ苫小牧を見学しました。子ども達にも大変好評でした。 

２か所目は、家電リサイクルを行っている北海道エコリサイクルシステムズ株式会社。家で見る家電が

リサイクルのために、人の手によってどんどん分解される様を真剣に見つめていました。ここは、いつか

推進員の研修先になるかもしれません。その際には、ぜひ、ご参加ください。 

第２四半期分(７～９月分)の奨励金交付申請書の提出は、令和元

年 10月 20日までとなります。町内会で奨励金申請手続きを担当

されている方にお伝えください。なお、財団事務所の開所時間外で

も玄関横の郵便受けの利用や郵送でご提出することもできます。 

【提出書類】：奨励金交付申請書、回収事業者からの回収伝票の写し 

印刷協力：株式会社カミノ 

【問い合わせ先】 

公益財団法人ちとせ環境と緑の財団 事業課資源振興係 

TEL：0123-26-1213  FAX：0123-22-1118 

Ｅ-mail：info@chitosekankyou-midori.or.jp 

【紙パックからはがきづくり】 【苫小牧リサイクルプラザ】 【北海道エコリサイクルシステムズ㈱】 

お知らせ 

日 時：令和元年５月24日（金）、18時から 
会 場：北ガス文化ホール４階大会議室 

写真左より、 

鶴田 繁美 様 （日の出東町内会） 

今井  勤 様 （静和町内会） 

藤井 勝義 様 （栄町西町内会） 

中本  昇 様 （真々地自治会） 

中根 邦夫 様 （本町自治会） 

受賞された方々 
 

７年以上に亘り推進員の

職務に精励し、他の模範とな

った５名の方に、五島理事長

から表彰状と記念品が贈呈

されました。５名の方々、お

めでとうございます。 

日 時：令和元年８月８日(木) 
研修先： 
①リサイクルプラザ苫小牧 
②沼の端クリーンセンター 
③北海道エコリサイクルシステムズ株式会社 


